
平成２１年度 自己評価・学校関係者評価 報告書
岐阜県立大垣工業高等学校 学校番号 ２７

Ⅰ 自己評価

１ 学 校 教 育 目 標 誠実にして心豊かな人間性と強くたくましい身体のうえに、すぐれた
知識と技術を兼ね備え創造性に富む実践的な産業人の育成を図る。
このことを実現するために本年度は以下の重点目標を設定した。
（１）社会で通用する確かな力を身に付けさせる。
（２）ルールやマナーを自ら守り、社会的規範を大切にさせる。
（３）自ら健康と安全を管理できる生徒を育てる。

２ 評価する領域・分野 ◇ 図書

３ 今年度の具体的かつ明確な ◇ 心豊かな人間性の育成をめざし、読書環境の整備につとめ読書指
重点目標 導にあたるとともに、学習・情報センタ－として図書館の施設・

設備の活用化ならびに情報化社会に対応した図書館教育を推進す
る。

４ 目標の達成に必要な具体的な取組

（１）本と親しむ機会をつくり、読書の楽しさ、すばらしさを体験させ、読書の習慣化を図るため、国
語科と協力して校内読書感想文コンクールを実施する。

（２）開かれた利用しやすい魅力ある図書館づくりをめざし、図書館管理システムやインターネットを
利用した調べ学習など、教育活動の活性化を図る。

（３）教育メディアのマルチメディア化に対応した図書資料や機器の充実に努める。

５ 取組状況・実践内容等 ６ 評 価

・ 新入生の図書館オリエンテーションを国語科と協力して実施し図書館利用を促 Ｂ
進する。

・ 全職員ならびに国語科の協力のもと、全校生徒対象に読書感想文コンクールに Ａ
取り組む。その指導の一環として、朝読書にも取り組む。

・ 視聴覚教育の推進を図り、視聴覚室の利用、教材・機器の管理に努める。 Ｂ

７ ○読書感想文コンクールに向けて朝読書に取り組み、感想文用の図書の貸し
成 出しを積極的に行ったことにより、図書館利用者の増加につながった。 総 合 評 価
果 ○生徒の要望に丁寧に対応し、可能な範囲でそれを反映する運営を進めたこ
・ とにより飛躍的に貸し出し数が増加した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
課 ○課題研究のほか普通教科においても情報スペースが積極的に活用された。

、 。題 ○利用しやすい視聴覚室をめざした環境整備により 活用の範囲が広がった
●図書館を利用する生徒が固定化している感があり、利用者層の拡大を目指
すとともに利用マナーの向上を図る。
●視聴覚教室の整備・機器の充実ならびにさらなる利用を図る。

８ 来年度に向けての改善方策案
・読書感想文用の図書の充実および生徒の視点に立った図書館運営を進めて、生徒の読書意欲の向上を
はかり、さらに図書館利用を促進する
・視聴覚教室の整備・機器の充実ならびに利用の活性化を図る。

実施年月日：平成２２年 １月２９日Ⅱ 学校関係者評価
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